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港 湾 空 港 部

記 者 発 表 資 料

関東地方整備局港湾空港部では、平成３０年度に完了した業務の中で特
に優れた成績を収めた業務及びその技術者について、平成３０年度優良業
務及び優秀技術者表彰式を下記により執り行います。

記

１．日 時
令和元年７月１７日（木） 午前１０時００分から

２．場 所
関東地方整備局港湾空港部 １４１会議室
（神奈川県横浜市中区北仲通５－５７ 横浜第２合同庁舎１４F）

３．表彰件数及び人数
優良業務 １件
優秀技術者 １名

４．当日の取材について
取材希望の方は、当日会場にて受付をお願い致します。
また、写真撮影等は式進行の妨げにならないようお願い致します。

平成３０年度 優良業務及び優秀技術者の部長表彰について



平成３０年度優良業務及び優秀技術者の部長表彰について

１．目 的
関東地方整備局港湾空港部が発注し完了した業務において、その成

果及び業務への取り組み方が優秀であり他の模範となるものを表彰す
ることにより、その技術力の向上及び円滑な事業の推進に資すること
を目的としております。

２．表彰件数及び人数
優良業務 １件
優秀技術者 １名

３．業務の概要及び表彰理由（資料参照）

４．表彰式
表彰式は、港湾空港部長の他、幹部が出席して優良業務受賞者１社と優

秀技術者受賞の１名が出席予定であり、港湾空港部長より表彰状が授与さ
れます。

業務の名称
優秀技術者氏名

職 種

業 者 名
代 表 者 名

住 所

ビーチのインバウンド観
光資源化のための活用・
管理方策検討業務

木下 明
管理技術者

一般社団法人
日本マリーナ・ビーチ協会
佐藤 恒夫
東京都千代田区麹町4-5 海事セン
タービル2階



ふりがな

会社名

ふりがな

技術者名

ふりがな

業務名

履行期限 （自） （至）

業務概要

表彰理由

いっぱんしゃだんほうじん　にほんまりーな・びーちきょうかい

一般社団法人　日本マリーナ・ビーチ協会

職種

優良業務及び優秀技術者部長表彰の概要及び表彰理由

きのした　あきら

　本業務は、ビーチを活用して地域振興を図るため、関東管内のビーチを対象にインバ
ウンド需要を取り込むにあたっての課題を整理し、ビーチアクティビティの充実等によ
り、ビーチを観光資源として活用することによるインバウンドへの対応方策の検討を行
うものである。

平成30年10月30日 平成31年3月18日

木下　明
管理技術者

ビーチのインバウンド観光資源化のための活用・管理方策検討業務

びーちのいんばうんどかんこうしげんかのためのかつよう・かんりほうさくけんとうぎょうむ

　関東管内において、インバウンド需要の取り込みの可能性が考えられる港湾区域内
のビーチの選定にあたっては、外国人旅行者の客層毎のニーズ等を熟知し、求められ
る機能や利用環境などについて、ハード・ソフト両面において的確に把握し検討するこ
とが必要である。
　当該受注者は、日本国内はもとより海外のビーチに関する豊富な知識を有した経験
豊かな技術者を配置するとともに、当局の課題に対して、積極的なヒアリングを基に膨
大な情報収集・整理を行い、国内ビーチにおける課題の整理及びインバウンド対応方
策の検討等を非常に明確に取りまとめられた。
　また、ビーチの魅力向上のための要件として、今後、日本国内においてインバウンド
需要取り込みを進めるにあたって備えるべき指標が整理されており、今後の更なる検
討に繋がるものとなった。




